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１．格子付手摺 

          高層マンションには恐怖感があり敬遠されています。また風速５～６ｍより 

          風向きにより音鳴りが発生します。 

２．網入ガラス手摺 

          阪神大震災で多くの破損が発生しました。網部分の小口から錆が発生し、 

          ガラスを破損させています。現在ガラスパネルとそれに変わるものとの取 

          替工事が一部で始まっております。 

３．アルミ普通パンチング手摺 

         軽くて錆びにくく、加工･取付工事が簡単なために現状多く使用されています。 

         ただし、風切音対策をしているパンチングはほとんどが大口径の穴のため、子 

         供の指が入ってしまうためけがの恐れがあります。BL 手摺では８φ以下が望ま 

         れています。 

          

１．外部から見て、手摺内部の物を見えにくくするカモフラージュ効果があります。 

    昼間はもちろんのこと夜間でも効果があります。 

２．内部（部屋内）から見て、外部（景色）が良く見えます。 

３．通風性が良いためバルコニーにカビが発生する恐れがありません。 

４．防風効果に優れているので強風時でもバルコニーに置いてある植木が倒れるの 

    をガードします。 

５．パンチングメタルをバルコニーの手摺に取付けた場合、笛を吹いたようなピー 

    という音が発生する事があります。パーフォアートパネルは、笛吹き音を解消 

    した画期的なパンチングパネルです。通常のパンチングメタルのように等間隔 

    の穴の配列ではなく、穴をランダムに開ける事で風の流れを変化させカルマン 

    渦の発生を防止しています。風洞実験を行い音鳴りがしない事を確認済みです。 

６．軽量性に優れているため、高層建築部材として使用可能です。 

７．手摺部分（バルコニー、廊下）をデザインする事により建物全体のイメージを、 

大きく変化させる事が出来ます。 

８．デザインが自由に出来ます。 

９．ガーデニングに最適です。 

パーフォアートパネルを使用した場合

の特徴 

従来の手摺を使用した場合の特徴 



 

イメージデザインが自由に出来ます。 

      従来のパンチングでは表現できなかったイメージデザインが思いのまま自由に 

      表現できます。 

 

 

原画〈B5 ｻｲｽﾞ〉一枚で大きなキャンバスを飾れます。 

       ズーミング機能により 1 枚だけの単体表現から、アートパネルの組み合わせ 

       により連続した壁面アートとして建物の外観を飾る事が出来ます。 

※デザイン集を別途御用意しております。 

 

 

コンピュータ連動のプレスマシーン製作による高品質パネルです。 

      コンピュータ連動によるパンチングプレス加工精度は歪みのない均一なフラッ 

      ト性とイメージデザインを尊重した穴あけを実現しました。(タレットパンチン 

      グのマシンとは基本的に違います。）また３００t 高速プレスを使用しますので 

      加工時間が非常に短く、大量生産が可能です。 

 

 

特殊金型が不要で多様なニーズにお応えできます 

      特殊金型を作成する必要がなく、多品種・少量生産も可能です。 

 

 

笛吹き現象を解消しました。 

      従来のパンチングパネルは、ＢＬ手摺で使用されている 8φx12P60°チドリの 

      タイプのものが代表的です。 

      このタイプは同じサイズの穴が等間隔にあいているため、手摺に取りつける位 

      置により、笛吹き現象が発生します。 

      しかし、パーフォアートパネルのグラデーションタイプ及びランダムパンチタ 

      イプは穴の間隔を乱す事により、笛吹き現象を解消する事が出来ます。 

      風洞実験は、これまで３回に分けて行いました。採用例も現在多数あります。 

 

 

 

 

 

 



 

１９９８年１２月（実施） 

 

 

試  験  体 

板厚 風向き 

風速比※ 

開 孔 率 
パターン １０ｍ/ｓ ２０ｍ/ｓ 

１ C タイプ 8φ+4.5φ ３ θ=０° ０．０７ ０．０７ １０％ 

２ C タイプ 8φ+4.5φ ３ θ=０° ０．１３ ０．０９ ２０％ 

３ C タイプ 8φ+4.5φ ３ θ=０° ０．３２ ０．３１ ３０％ 

４ C タイプ 8φ+4.5φ ３ θ=０° ０．３２ ０．３２ ４０％ 

５ C タイプ 8φ ３ θ=０° ０．０６ ０．０８ ５％ 

６ B タイプ 4.5φ ２ θ=０° ０．０６ ０．０６ ５％ 

７ B タイプ 4.5φ ２ θ=０° ０．０６ ０．０６ １０％ 

８ B タイプ 4.5φ ２ θ=０° ０．０６ ０．１３ ２０％ 

※試験体風上の風速を１．０とした場合の風速比 

 

風 速 低 減 効 果 

 

      ８種類の試験体について風速低減効果の測定を行いました。 

 

          その結果試験体ごとに大きく風速低減率の差が見られました。 

         （風速比 ０．０６～０．３２）最も風速低減が大きいものは試験体 

          NO.６と７で風速比０．０６程度であり、最も風速低減が小さいも 

          のは試験体 NO．４の１０ｍ/ｓで風速比０．３２，２０ｍ/ｓで風速 

          比０．３２の風速低減です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




